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第2回ゲノム検診セミナー

ゲノム検診における市民とのインターフェイス
-遺伝医療を担う人材とその育成・

遺伝情報の伝え方について-
遺伝情報を利用した医療は、近年急速にその守備範囲が拡大し、一般の
人々にも認知が進みつつあるという認識に異論はないであろう。しかしゲノム医
療/予防がほとんどの医療・福祉スタッフの日常となるまでには、スペシャリストと
しての臨床遺伝専門医、認定遺伝カウンセラー、ゲノム・メディカルリサーチコー
ディネーターが一定の役割を果たしていく必要があると思われる。
本セミナーでは、遺伝医療にかかわる人材とその育成の現状についてと演者が
遺伝カウンセリングの現場で一般の方々に疾患に関連する遺伝・遺伝子の話
をする際の工夫についてご紹介したい。
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